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*質問順に掲載しています。 

 

 

Q1. 決算説明資料 P.17 にあるバリューアップ工事は、リートがオペレーターから受け取る賃料の上昇に繋がる

ものか？  

（回答） 

基本的に、長期かつ賃料固定の賃貸借契約をオペレーターと締結しているため、本日ご説明した

外壁の改修等は賃料上昇に繋がるものではありません。施設の機能が追加されサービス内容が向上

することで、施設の収入が増加するような工事を実施した際は、賃料上昇に繋がる可能性があると

思います。 

 

Q2. 投資口価格を上昇させることが現時点で大きな課題かと思うが、自己投資口の取得など、投資口価格上昇

策として検討しているものはあるか？  

（回答） 

先日、他リートが公表した自己投資口の取得は、Jリートで初めての実施であり、リートが取り

得る資本政策の拡大を示したことから、大変意義のあるものだと思います。本リートにおいても、

投資主の方々にとって利益になることは積極的に検討する考えですが、現在の本リートの資産規模

を考慮すれば、まずは優良な物件の取得に注力することが重要だと考えています。 

 

以上 


